
「棚田地域の振興に関する基本的な方針」と「中山間直払要領の運用」の関係
項　　　　目 目標（定量的な数値）

・遊休農地の発生防止と再耕作 （地元集落内で）遊休農地を再耕作し、遊休農地面積●aを減らし協定農用地として●aを増やす。

・荒廃農地の発生防止と再耕作 （地元集落内で）荒廃農地を再耕作し、荒廃農地面積●aを減らし協定農用地として●aを増やす。

・耕畜連携を活用した遊休・荒廃農地の発生防止 （地元集落内で）耕畜連携を活用し、和牛放牧に荒廃農地に取組み、荒廃農地面積●aを減らし協定農用地として●aを増やす。

・荒廃農地の林地化 （地元集落内で）荒廃農地に樹木の苗を植えて草刈り等の管理を行い、荒廃農地の面積●aを減らす。

2222
棚田法面の補修

・棚田法面や水路の補修 （地元集落内で）棚田法面や水路の補修を年●ヶ所行い、見回り点検を年●回行う。

・農作業安全対策（石積み補修・管理） （地元集落内で）石積み補修を期間（●月から●月まで）を設けて行い、その後の見回りを月●回行う。

・農作業安全対策（耕作道やほ場進入路の補修・管理） （地元集落内で）農業機械が出入りし壊れやすい耕作道やほ場進入路を●ヶ所を上げ、日程を決めて計画的に補修する。

・営農組織の立ち上げ （地元集落内で）●●営農組合を立ち上げる。

・農事組合法人の立ち上げ （地元集落内で）任意の営農組合から農事組合法人●●を立ち上げる。

・新規就農者の受入・育成 （地元集落内で）町外からまたは地元集落内から認定新規就農者１名（記名）を受け入れ、育成を図る。

・担い手の確保・育成 （地元集落内で）担い手1名（記名）を確保し育成を図る。

・集落協定の広域連携 （地元集落内で）中山間地域等直接支払制度を活用し集落協定が広域化し担い手をつくる。

・認定農業者（担い手）による集積 （地元集落内で）認定農業者が農地集積を図り、●aを1割アップし●aに増加する。

・農業法人（担い手）による集積 （地元集落内で）農業法人が農地集積を図り、●aを1割アップし●aに増加する。

・効率化・軽減化に向けた防除の取組み（ドローン活用） （地元集落内で）防除用ドローンを導入し、共同で行う防除を、●aから1割アップし●aに増加する。

・効率化・軽減化に向けた除草の取組み（自走式草刈機） （地元集落内で）自走式草刈機を導入し、共同で行う草刈面積を、●aから1割アップし●aに増加する。

・ブランド米（出雲國仁多米）としての出荷 （地元集落内で）（株）奥出雲仁多米に出雲國仁多米としての出荷量を、●㎏から1割アップし●㎏に増加する。

・ブランド米（特別栽培米「千石米」）としての出荷 （地元集落内で）（株）奥出雲仁多米に千石米としての出荷量を、●㎏から1割アップし●㎏に増加する。

・ブランド米（独自棚田米）としての出荷 （地元集落内で）独自棚田米としての出荷量を、●㎏から1割アップし●㎏に増加する。

・在来小そばの取り組み （地元集落内で）在来小そばの新規栽培新規栽培新規栽培新規栽培に取り組み生産者または法人を１名（記名）増やす。

・在来小そばの栽培拡大 （地元集落内で）在来小そばの栽培拡大栽培拡大栽培拡大栽培拡大に取り組み生産量を、●㎏から1割アップし●㎏に増加する。

・鳥獣被害の防止（ワイヤーメッシュ・電気柵の広域での設置） （地元集落内で）鳥獣被害の防止のために広域で設置しているワイヤーメッシュや電気柵を、延長●ｍから1割アップし延長●ｍに伸ばす。

・鳥獣被害の防止（ワイヤーメッシュ・電気柵の広域での補修） （地元集落内で）広域で設置したワイヤーメッシュや電気柵（延長●ｍ）を点検、草刈、損傷個所の補修し、適切に管理する。

・有機農法の推進 （地元集落内で）有機農法に取り組む生産者を１人（記名）増やす。

・減農薬・減化学肥料栽培の推進 （地元集落内で）減農薬・減化学肥料栽培に取り組む生産者又は法人を１名（記名）増やす。

・環境保全型農業の推進 （地元集落内で）環境保全型農業直接支払交付金制度を活用する法人・個人を1人増やす。

・自然環境保全推進からの生産の向上（冬水田んぼの取組） （地元集落内で）自然環境の保全のために冬水田んぼに取り組む方（記名）を1人増やす。

・自然環境保全推進からの生産の向上（生物多様性の確保） （地元集落内で）自然環境の保全のためにドジョウの棲む田んぼでの生産者を1人（記名）増やす。

・自然環境保全推進からの生産の向上（里地里山保全） （地元集落内で）自然環境の保全のために里山イニシアティブに取り組む生産者を1人（記名）増やす。

・生物多様性への理解（オオサンショウウオの保護活動） （地元集落内で）オオサンショウウオ保護活動として自然観察会を年1回以上開催する。

・生物多様性への理解（ゲンジホタル、ヘイケホタルを通しての自然環境） （地元集落内で）ゲンジホタル、ヘイケホタル保護活動として自然観察会を年1回以上開催する。

・生物多様性の確保と自然環境の維持（オオサンショウウオの保護活動） （地元集落内で）オオサンショウウオ保護活動として行われる清流脇の田んぼで営まれる環境にやさしい米づくりの実践者（記名）を一人増やす。

・生物多様性の確保と自然環境の維持（ゲンジホタル、ヘイケホタルの保護活動） （地元集落内で）ゲンジホタル、ヘイケホタル保護活動として行われる清流脇の田んぼで営まれる環境にやさしい米づくりの実践者（記名）を一人増やす。

・良好な景観の形成（重要文化的景観への選定） （地元集落内で）良好な景観の形成のため重要文化的景観として選定される。

・棚田風景に溶け込んだ景観の増幅と維持・管理 （地元集落協定で）河川脇に景観に配慮した芝桜を長期計画をもって定植・管理し、●㎡を1割アップし●㎡に増やす。

・昔ながら風景を維持する景観の増幅と維持・管理 （地元集落内で）昔ながらの桜見の名勝の桜木●本の樹勢回復と●本を新植・管理する。

・伝統文化（伝統行事や祭り）の維持・継承 （地元集落内で）昔から伝わる伝統行事や祭りを復活する（復活した祭りの名称と目的を記入）

・伝統的建物（神社仏閣）の周辺の整備 （地元集落内で）昔からの神社仏閣の周辺整備のため近隣の山の間伐・草刈を●a行う。（神社仏閣名を記入）

・都市農村交流（棚田オーナー制）行事の実施 （地元集落内で）都市農村交流として棚田オーナー制を使った行事（イベント名）を行い●の入込客数を図る。

・都市農村交流（棚田オーナー制）行事の充実・拡大 （地元集落内で）棚田オーナー制行事（イベント名）を拡充し、●人の参加者（入込客数）を1割アップし●人に増加する。

・都市農村交流（そばまつり）行事の実施 （地元集落内で）都市農村交流としてそばまつりに（●日間）出店し、●人の入込客数を図る。

・都市農村交流（そばまつり）行事の充実・拡大 （地元集落内で）そば祭り行事（イベント名）を拡充し、●人の参加者（入込客数）を1割アップし●人に増加する。

・観光振興イベント（棚田のライトアップ） （地元集落内で）関係人口の増加につなげるため棚田をライトアップイベントを開催し入込客数を1割（●人）増やす。

・観光振興イベント（水張田んぼライトアップ） （地元集落内で）関係人口の増加につなげるため棚田に水を張りライトアップイベントを開催し入込客数を1割（●人）増やす。

・観光振興イベント（伝統行事や祭りの観光資源化の推進） （地元集落内で）関係人口の増加につなげるため伝わる伝統行事や祭りを充実し入込客数●人を1割増やし●人に増やす。

・芸術文化活動イベント（棚田を舞台とした芸術文化（神楽・太鼓など））の実施 （地元集落内で）棚田を舞台とした芸術文化活動（イベント名）を主催し、地元の神楽（団体名）の出演を企画・開催する。

・芸術文化活動イベント（棚田を舞台とした芸術文化作品の展示）の実施 （地元集落内で）棚田を舞台とした芸術文化活動（イベント名）の写真展示を期間（●月から●月）で行う。

・小中高のふるさと教育行事の実施 （地元集落内で）小中学校と連携し棚田を舞台とした活動（イベント名）を行い●人の生徒入込数を図る。

・企業のＣＳＲ活動行事の実施 （地元集落内で）企業と連携し棚田を舞台としたＣＳＲ活動（イベント名）を行い●人の社員入込数を図る。

・企業の福利厚生活動の実施 （地元集落内で）企業と連携し棚田を舞台とした福利厚生活動（イベント名）を行い●人の社員入込数を図る。

4444 学術研究の場（フィールドワーク等）の提供

・大学の教育・研究課程（フィールドワーク）行事の実施 （地元集落内で）大学と連携し棚田を舞台としたフィールドワーク活動（イベント名）を行い●人の学生入込数を図る。

・6次産業化(特産品開発）に向けての取組み （地元集落内で）棚田で生産される農産物（米以外）の加工品（商品名：●●）を製造し、直売所・特産市・道の駅などで販売する。

・6次産業化(特産品販路拡大）に向けての取組み （地元集落内で）農産物（米以外）で開発した加工品（商品名：●●）の販路を拡大し、売上額●●円を1割アップし●●円に増やす。

・6次産業化（水田園芸作物開発）に向けての取組み （地元集落内で）棚田で生産される水田園芸作物の加工品（商品名：●●）を製造し、直売所・特産市・道の駅などで販売する。

・棚田案内看板の設置 （地元集落内で）関係人口につながる棚田を舞台とした表示看板、案内看板、説明看板を併せて3基以上設置する。

・棚田展望台の設置 （地元集落内で）関係人口につながる棚田を舞台とした展望台を整備する。

・棚田カフェの体制づくり（古民家などの施設の整備） （地元集落内で）棚田カフェの体制づくりに向け、古民家などの施設（住所地番を記入）を整備する。

・棚田カフェの体制づくり（カフェの経営者の確保） （地元集落内で）棚田カフェの体制づくりに向け、経営者1名（記名）を受け入れカフェが営まれる。

・棚田カフェの体制づくり（カフェ客の入込客数） （地元集落内で）棚田カフェの体制づくりに向け、カフェが営まれ入込客数を1割増やし（●人）にする。

・農泊の体制づくり（古民家などの施設の整備） （地元集落内で）農泊の体制づくりに向け、古民家などの施設（住所地番を記入）を整備する。

・農泊の体制づくり（農泊経営者の受入） （地元集落内で）農泊の体制づくりに向け、経営者1名（記名）を受け入れ農泊が営まれる。

・農泊の体制づくり（農泊客の入込客数） （地元集落内で）農泊の体制づくりに向け、農泊客の入込客数を●人から1割増やし●人とする。

・農泊の体制づくり（郷土料理を掘り起し） （地元集落内で）農泊の体制づくりに向け、郷土料理の掘り起しを行う。（料理名、掘り起し者名記入）

・農泊の体制づくり（郷土料理教室の実施） （地元集落内で）農泊の体制づくりに向け、掘り起こした郷土料理を広めるため料理教室を開催する。（開催日、参加人数を記入）

棚田カフェの体制づくり

5555 棚田米等を活用した6次産業化の推進等

集客用看板の設置

3333 自然環境の保全・活用

1111

2222

参考）棚田地域振興活動計画加算における「アイウ選択肢一覧」参考）棚田地域振興活動計画加算における「アイウ選択肢一覧」参考）棚田地域振興活動計画加算における「アイウ選択肢一覧」参考）棚田地域振興活動計画加算における「アイウ選択肢一覧」

1111

荒廃農地の減少

耕作道や棚田進入路等の農作業安全対策の実施

良好な景観の形成4444

2222

4444

5555

1111

営農組織の立ち上げ

担い手の確保・育成

農産物の供給の促進

農作業の効率化・軽減化

＊奥出雲町の場合、担い手の確保・育成に重視し、加算アイウ条件とは分けて活動計画に記載している。

3333

ア．「棚田等の保全に関する目標」ア．「棚田等の保全に関する目標」ア．「棚田等の保全に関する目標」ア．「棚田等の保全に関する目標」

イ．「棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮に関する目標」イ．「棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮に関する目標」イ．「棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮に関する目標」イ．「棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮に関する目標」

ウ．「棚田を核とした棚田地域の振興に関する目標」ウ．「棚田を核とした棚田地域の振興に関する目標」ウ．「棚田を核とした棚田地域の振興に関する目標」ウ．「棚田を核とした棚田地域の振興に関する目標」

伝統文化の継承等5555

＊ア～ウの各々で、目標を定量的に一つ以上定める。その際、アを基本的な体制整備に関わる目標、イを生産性向上に関する目標、ウを集落機能強化（人材の確保や地域振興を含む）に関する目標として定義付ている。

＊「棚田地域の振興に関する基本的な方針」に基づくもののほか奥出雲町独自の目標を含めたものが青字と赤字。その中から特に「中山間直払の要領の運用」に記載のあるものを赤字としている。

＊ア～ウの各々について、それぞれの集落協定で目標を定量的に１つ以上定めれば、棚田地域振興活動計画加算対応する目標となる。

棚田を観光資源とした地域振興

都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大

農泊の体制づくり

棚田を活かした環境教育やふれあい活動3333

6666


